
１１／１２（金 ）１３：３５～ 研究発表会を行います。

校長 竹之内 勝

本校では、上記を主題として、①地域交流

②地域防災 ③障害者理解 ④オリンピック・

パラリンピック の４つを視点に、昨年度から

２年間にわたって教育研究を進めています。

本研究は、東京２０２０オリンピック・パラリ

ンピック大会に向けた「オリンピック・パラリン

ピック教育」のレガシー（遺産）として、今後も

ボランティアマインドの醸成を続けていくこと

を踏まえたものです。（裏面の研究構想図を

ご参照ください。）

「ボランティアマインドが醸成されれば、自

己有用感（社会や人の役に立っている実感）

に裏付けられた自己肯定感（自分にはよいと

ころがある感触）が育成される」と仮説を立

て、２０５０年への社会や地域における担い手

作りの基礎が形成できると考えています。

当日は、ボランティアマインド醸成に関連し

た「特別の教科 道徳」の授業を全クラス公開

し、それに関する研究協議、そして、研究発表

と講演会等を実施する予定です。

本来であれば、保護者・地域の皆様にもご

覧いただきたいのですが、関連感染症の影響

により、それが叶いそうにありません。何らか

の形で報告させていただき、ご意見を今後に

生かし、更に発展させてまいります。その際

は、どうぞよろしくお願いいたします。

「ＦＯＲ２０５０（２０５０年に向けて）～東京

一さわやかなあいさつのできる学校～」のも

と、これからも笑顔で毎日を送れる学校づく

りを進めてまいります。

学 校 だ よ り

芽 吹 き
教育目標

１ 自ら学び、考え、実践できる人になろう (賢く)

２ 思いやりのある、心豊かな人になろう (優 し く )

３ 心身ともに、たくましい人になろう (逞 し く )NO.141
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学校 2020 レガシー
地域の教育力とつながるボランティアマインドの醸成
～【FOR 2050】未来に生きる力を育むための持続可能な取組を検証する～

【研究主題】

【地域交流】南中野地区まつり等

【地域防災】避難所開設体験等

【障害者理解】中野特別支援学校との交流等

【オリンピック・パラリンピック】

義足のアスリート 大西 瞳 選手

（中野一中卒）から学ぶ等



<南中ボランティア> <中野特別支援学校との交流>

・地域祭り ・運動会予行見学

・地区運動会 ･文化発表会リハーサル見学

･児童館イベント ･卒業前交流行事

･地域小学校との交流 <心のバリアフリー

･地域清掃 ワークショップ>

<全校防災訓練> <義肢装具体験講話>

・避難所開設訓練 <アスリート講演会>

・炊出し訓練 ・オリンピアン体験授業

・初期消火訓練 ・あすチャレ!スクール

・煙体験 ・パラリンピアン講演会

地域交流 障害者理解

地域防災
オリンピック

パラリンピック

【研究主題】
学校2020 レガシー

地域の教育力とつながるボランティアマインドの醸成
～【FOR 2050】未来に生きる力を育むための持続可能な取組を検証する～
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目指す生徒像

○自他の生命を尊重し、健康な
生活を送ろうとする生徒

○人権尊重の精神を理解し、

社会の発展に寄与しようと

する生徒

○幅広い教養を身に付け、生涯
学び続けようとする生徒

南中野中学校 教育目標

人権尊重の精神を基調とし、
知性と感性に富み、心身ともに健全で、
人間性豊かな生徒の育成を目指す。

自ら学び、考え、実践できる人になろう(賢く)

思いやりのある、心豊かな人になろう(優しく)

心身ともに、たくましい人になろう(逞しく)

南中生の現状

○自己有用感に裏付けられた
自己肯定感の醸成に関連して
<学校評価生徒アンケート>

「目標をもって学校生活を送っている」

R1 １年83％ (R2 2年生)

R2 ２年69％ １年73％

<研究の基本ベース>

平成 25・26 年度

学校教育向上事業

「道徳教育における

南中スタンダード

の定着と教育活動

における話し合い

活動の充実」

まとめ
事後アンケート

主題設定理由・背景
○これまで「地域の学校」として企画し、取り組んできた諸活動を意義あるものとして継承し、継続していく。
○制約ある教育活動の中でも取組可能な活動を企画・実施し、生徒の目標設定の一つとしてのボランティア
マインドの醸成、および、社会の発展に寄与する未来の地域の担い手を育成する取組について検証する。

令和 2年度

道徳授業地区
公開講座※

「ボランティア
マインドを主題
とする教材によ
る道徳授業」
※緊急事態宣言発出
のため公開せず

<地域教育力の活用>

・保育園・幼稚園

・特別支援学校

・近隣小学校

・区民活動センター

・各地区町会

・児童館・図書館

・職場体験協力事業所

・卒業生・ＰＴＡ関係

・区防災課

<取組実施の工夫>

○通常実施

○分割実施

・全校→学年別

○動画・画像等による

メッセージ交流

○ICT(オンライン・

リモート)の活用

地域の教育力とつながる「ボランティアマインド」の醸成

【FOR2050】思いやりあふれる未来へ…地域貢献を目指す学校作り



３年生 修学旅行事後学習発表

生徒会役員選挙

９月 ２４日 （金 ）に生徒 会役員選挙を実

施 し ま し た 。 昨 年 度 に 続 き 、 Google

Meet を活 用 して、各 教 室 から立 候 補 者

の演説を視聴するオンライン演説会となり

ました。

今 年 度 は、１１名 もの立 候 補 があり、各

候補者が「こんな南中にしたい」という強い

想いをもって選挙活動に取り組んでいまし

た。夏 季 休 業 前 から選 挙 ポスターや演 説

原稿の作成を始め、演説会当日も各候補

者 ・応援者が堂々と発表をしました。

各教室も例年と変わらない厳粛な雰囲

気で真剣に演説を聴き、投票をすることが

できました。

また、今年度は選挙公報をデータ化して、

全校生徒が持っている iPad で閲覧できるよ

うにする、環境に配慮した取り組みを行いま

した。日頃の授業でも iPad を活用している

こともあり、慣れた様子で各候補者の公約を

確認することができました。

【朝の選挙活動】

【演説会場（体育館）】

【教室の様子】

【投票所】

３年生の総合的な学習の時間では、修学

旅行を活用して、「古都奈良・京都の文化財

はなぜ世界遺産になったのか」というテーマ

で探究しました。実際に奈良・京都を訪れた

３ 日 間 の体 験 で撮 っ た写 真 をも とに 、

Googleclassroom を活用してスライドに

まとめ、各クラスで発表しました。クラスの代

表作品は、文化発表会で発表します。

【発表の様子】



SC：スクールカウンセラー勤務日

心：心の教室相談員勤務日

専：専門教育相談員勤務日

自：放課後自習教室（さざんゼミ）

ス：放課後スポーツ教室（ Ｓ Ｕ Ｎ Ｆ Ｌ Ｏ Ｗ Ｅ Ｒ Ｓ Ｔ Ａ Ｄ Ｉ Ｕ Ｍ「 サ ン ス タ 」）

部活動の記録

ソフトテニス部

中野区中学校ソフトテニス新人大会

個人戦ベスト 16 進出

バレーボール部

中野区中学校バレーボール新人大会

第３位（ブロック大会進出）

サッカー部

中野区中学校サッカー新人大会

出場

オ－プンキャンパス体験授業

９月２１日（火）にみなみの小、南台小

の６年生に向けた体験授業を実施しま

した。今回はオンラインでの授業となり

ましたが、どの教科も中学校の授業の

雰囲気を感じることができるよい機会

となりました。

校庭改修工事

８月から本格的な校庭改修が始ま

りました。現在は排水設備などの工事

を行っています。１２月にすべての工事

が完了する予定です。

１０月の行事予定

日 曜 内 容

１ 金
都民の日

南中野地区まつり作品展始

２ 土

３ 日 南中野地区まつり

４ 月 あいさつ強化週間始 心 自

５ 火 安全指導 第２回進路説明会 SC 自

６ 水 専 自 ス

７ 木 専門委員会 自

８ 金
前期終業式

あいさつ強化週間終
心

９ 土 秋季休業日始

10 日 秋季休業日終

11 月 後期始業式 自

12 火 避難訓練 SC 自

13 水 専 自 ス

14 木 自

15 金 教育相談始(3) 社会科見学(2) 心

16 土

17 日 南中野地区まつり作品展終

18 月 生徒会朝礼 心 自

19 火 SC 自

20 水 自 ス

21 木 自

22 金 教育相談終(3)

23 土

24 日

25 月 学年朝礼(3) 心 自

26 火 学年朝礼(2) SC 自

27 水 学年朝礼(1)脊柱側わん検診(1) 専 自

28 木 自

29 金 心

30 土
土曜授業日

小６保護者対象学校説明会

31 日


